
エチルベンゼンの今後の予定

1

令和６年
２月21日
（本日）

第26回
検討会

エチルベンゼンの有害性評価値を提示

令和６年
夏頃

第27回
検討会

・業界団体ヒアリング（予定）

・第26回検討会の結果を踏まえた議論

・測定方法の改訂 等

室内濃度指針値の設定・見直しのスキーム

（１）モニタリング対象物質の選定

Yes
（リスクが高い）

Yes

No

室内空気中化学物質に関する情報収集

今後の進め方について議論

（２）室内空気中の濃度に関する実態調査

（３）初期リスク評価

No
（リスクは高くない）

継続的な情報収集
の必要性を議論

継続的な情報収集
の必要性を議論

今後の予定

（４－１）詳細リスク評価等の実施

（４－２）使用実態に関する調査

（５）指針値の見直しの必要性について検討

（４－１）
詳細リスク評価等の実施
①詳細リスク評価
②必要に応じて、追加の実
態調査

（５)指針値の設定・見直しの必要性について検討
総合的に検討し、以下の①及び②に該当するか
①詳細リスク評価により、リスクが高いと判断さ
れる。
②技術的に指針値が妥当であると判断される。

指針値の設定・見直し

Yes
No

（４－２）
使用実態に関する調査
①使用実態の調査
②国内外の低減策や代替物質の有
無等現場への影響の確認

第26回シックハウス（室内空気汚染）問題に関する検討会
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